（EU対カンボジア――特恵関税をめぐる攻防――）第3回 縫製品の輸出拡大がもたらした影響 by 田中 清泰
（EU対カンボジア――特恵関税をめぐる攻防――）
第3回 縫製品の輸出拡大がもたらした影響
著者 田中 清泰
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
雑誌名 IDE スクエア -- 世界を見る眼
ページ 1-6
発行年 2020-02
出版者 日本貿易振興機構アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00051564
 
アジア経済研究所『IDEスクエア』  
  
 
1 
 
第 3回 縫製品の輸出拡大がもたらした影響 
 
田中 清泰 
2020年 2月 
（3,542字） 
＊図表、写真は文末に掲載しています 
 
ポイント 
 
 2011 年以降、EU 市場向けの縫製品輸出が増加するとともに、材料となる繊維製品の
輸入が中国から急増した。 
 縫製品産業において、外国からの直接投資が急増した。 
 縫製品輸出の拡大は、雇用規模にも影響を及ぼしている。正式に登録されている縫製企
業では、正規雇用の労働者が増加した。その多くは女性労働者である。 
 縫製工場では、工場の生産性も改善した。 
 
激増する中国からの繊維輸入 
 
今回は、筆者が別稿でおこなった実証分析の結果をもとに、縫製品の輸出拡大がカンボジ
アの産業にどのような影響を与えたのかを解説する。 
EUの一般特恵貿易制度（GSP）における原産地ルールの簡素化は、EU向け縫製品輸出
が急増する契機となった。どの国からでも布地を輸入して活用できるようになったことが、
カンボジアにおける縫製品製造のコスト削減や品質向上に寄与したと考えられる。 
原産地ルールの変更は、縫製工場で使う布地などの国際調達に大きく影響し、布地の輸入
パターンが変化した。 
縫製品を作るには、布地など繊維製品を中間財として使用する。しかし、カンボジアにお
ける繊維産業は発展が遅れているため、多くの縫製企業は海外から布地を調達している。主
な調達先は中国、香港、台湾、韓国である。特に中国からの繊維輸入は、2011 年の原産地
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ルール変更以前から最も大きなシェアを占めていた。 
図 3-1は、カンボジアにおける布地輸入額を、主要な輸入市場ごとに示したものである。中国
からの繊維輸入額は、2010年の 6.95億米ドルから 2014年には 21.61億米ドルに急増している。
繊維輸入に占める中国のシェアは、2010年の 42.1％から、2014年には 62.6％に拡大した。 
 
中国からは投資も急増 
 
EUの原産地ルールの改革は、カンボジアにおける外国直接投資にも影響した。 
EUが原産地ルールを緩和したことで、縫製品製造における材料調達が容易になり、カン
ボジアから EU市場向けに、無関税で輸出する利点が高まった。外国企業からみれば、縫製
品をカンボジアで生産するための投資環境が改善した、といえる。その結果、2011年以降、
縫製産業における対内直接投資フローは急増した。 
図 3-2は、縫製産業における外国投資のトレンドを、主要な投資母国ごとに示したもので
ある。2011年以降、中国からの対内直接投資フローが最も増加している。 
縫製輸出と布地輸入の増加は、既存の縫製工場の生産拡大よってもたらされたのみなら
ず、新しく押し寄せた中国投資の寄与も大きいことが、直接投資のデータからみえる。 
 
雇用に与えた影響 
 
EUの原産地ルールの改革は、縫製産業に関わる雇用にも影響した。 
表 3-1は、縫製産業と繊維産業における労働者の数を示したものである（2009年、2011
年、2014年時点）。縫製産業では、布地から衣服を作る。一方、繊維産業は、コットンなど
の材料から糸や布地を作る。 
縫製産業では、正式な登録をしている企業が雇用する労働者の総数は、2011年の 25.6万
人から 2014年の 27.6万人（推定値）に増加した。約 1.9万人の純増である。EUの改革に
よって、縫製産業におけるフォーマルな雇用が増えている。 
繊維産業では、登録している企業が雇用する労働者は、2011年の 1.9万人から約 5千人
（推定値）に減少した。フォーマルな繊維工場では、約 1.5万人の仕事が失われたことにな
る。輸入競争は繊維産業の雇用減少をもたらしたが、縫製産業と繊維産業の雇用変化をまと
めると、雇用は純増となっている。 
厳密な実証分析は、次の結果を示している 1。 
（1）縫製産業のフォーマルな工場では、雇用が大きく増えた。 
（2）繊維産業のフォーマルな工場では、雇用が大きく減った。 
これらの産業で企業登録のないインフォーマルな工場は、雇用規模に関して影響を受け
なかった。 
 3 
 
さらに、企業や労働者のタイプによって雇用への影響は異なる、という結果を得た。 
（1）縫製産業の大きな雇用拡大は、新規参入の企業よりも既存企業の貢献が大きい。 
（2）また、外資企業よりも地場企業で雇用拡大の傾向がみられる 2。縫製産業の雇用創出
は、圧倒的に女性労働者が大きい。一方、繊維産業における雇用削減の効果は、男性労働者
のみにみられた。 
 
生産性に与えた影響 
 
EUの原産地ルールの改革は、縫製工場における生産性の向上にもつながった。 
原産地ルールの緩和によって、多様な布地が使えるようになり、原産を証明する事務コス
トも減った。縫製品生産における製造コストが減ったことで、縫製産業における生産性が向
上したのである。 
実証分析は、次の結果を示している 3。 
（1）2011年以降、縫製産業における労働生産性が向上している。 
（2）縫製産業では、フォーマルな企業もインフォーマルな企業も、生産性を高めている。 
（3）繊維産業のフォーマルな企業では、労働生産性に大きな変化はない。■ 
（以下、次号） 
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注 
1 厳密な実証分析は以下を参照（近日公開予定）。Kiyoyasu Tanaka and Theresa M. Greaney, 
2019, “Trade and employment in the formal and informal sectors: a natural experiment from 
Cambodia,” Institute of Developing Economies, Japan External Trade Organization, 
mimeograph. 
2 外資企業の定義は、事業所調査において外国企業の現地法人や事務所と回答した企業、と
している。より正確な定義は、各事業所における外国企業の資本比率 10％以上、などとす
る。そのため、本来は外資企業と定義されるべき事業所が、地場企業と定義されている可能
性がある。 
3 厳密な分析は以下を参照（近日公開予定）。Kiyoyasu Tanaka, 2019, “Trade and productivity 
in formal and informal firms: panel data evidence from Cambodia,” Institute of Developing 
Economies, Japan External Trade Organization, mimeograph. 
 
 
 
 
 
 
縫製工場で働く若いカンボジア人 
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図 3-1 カンボジアの布地輸入 
 
（注）布地製品は HS番号（5208-12, 5309-11, 5407-08, 5512-16, 56, 57, 58, 59, 60）を含んでいる。 
（出所）UN COMTRADE, Taiwan Trade Statistics Search. 
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図 3-2 縫製品産業における主要投資母国別の対内直接投資フロー 
 
（注）資本金の単位は 100万米ドル。縫製産業における主要投資母国からの対内投資は、1994年から 2015
年の資本投資額の 97.9％を占める。 
（出所）カンボジア工業手工芸省 
 
 
 
表 3-1 縫製と繊維産業における労働者の総数 
 
 
（注）フォーマルセクター（インフォーマルセクター）は、カンボジア商務省または各州の商務局におい
て正式な登録をしている事業所（登録していない事業所）を指す。なお、 2014年度の労働者の総数は、事
業所レベルの労働者数を、対応するサンプルウェイトで掛け合わせて推定した。 
（出所）Establishment Listing 2009, Economic Census 2011, and Inter-censal Economic Survey 2014. 
